
 
 
 
 
                                                                                   
 
 
 
 
 
                                                                     
 
 
 
 
 
                                                              
                                                                                                  
 
                                                                                                  
                                                                                                        
 

 

                                                                                                      

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縄文
じょうもん

古墳 

こ ふ ん

弥生
や よ い

平安 

へ い あ ん

奈良
な ら

室町 

む ろ ま ち

鎌倉
か ま く ら

江戸 

え ど

戦国 

せ ん ご く

祝・水橋学園開校！

旧水橋町富山市合併 60 年

令和 

8 年

８月
８日

～
令和 

９年
１月 ３１日
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●交通案内 
 
車　／ＪＲ富山駅から約 10 分　 

富山 IC・富山西 IC から約 20 分　駐車場無料 
バス／富山地鉄バス富山駅前⑦のりばから「新桜谷町」行乗車　 

「富山市民俗民芸村」（東側駐車場そば）下車、または 
「安養坊」下車徒歩 3～5分

●観覧料金 
　　 
７館全館共通／大人５３０円、１館／大人１００円 
高校生以下無料 
 

 

管理センター  富山市安養坊 1118-1　℡ 076-433-8270 

https://www.city.toyama.toyama.jp/etc/minzokumingei/

カガミィ　　　　　　 　ハッチィ 
考古資料館キャラクター　 

５人の学芸員による 

リレー解説会 

10/12（月・祝） 

13 時 30 分～15 時頃 

●民俗資料館前 13 時集合 

●入館料：420 円（全館共通） 

●申込不要

令和 8（2026）年 4 月に水橋地区の７つの小中学校が統合して、　　

「水橋学園」が開学しました。これを記念し、北前船や北陸街道、白岩川、

富山湾を介し、多くの人やモノが行き交った水橋地区の歴史や文化を　

広く皆様に知っていただくため、連携企画展　「水橋物語」を開催します。 

●売薬資料館　「水橋地域と売薬」　６/１８（木）～11/23（月・祝） 

●民俗資料館　「水橋と北前船」　  ７/２５（土)～11/30（月） 

●考古資料館　「水橋の遺跡　３０００年ものがたり」　８/８（土）～令和９年１/31（日） 

●陶芸館　　　　「やきものと水運」　９/２７（日）～令和９年２/23（火・祝） 

●篁牛人記念美術館　牛人と盤若「呉羽山の二画人」１０/１０（土）～令和 9 年 2/18（木） 

 

展示解説会 

９/５(土) 

13 時 30 分～15 時 

会場：管理センター 

講座室 

詳細は HP を 

　ご覧ください。

水橋地区には、古墳や城跡、集落跡などの遺跡が約 50 か所あります。 

地区の南北を流れる白岩川や立山連峰からの豊富な地下水の恩恵を受け、

早くから人々が生活を営んできました。これまで、水田のほ場整備や道路　　

建設、宅地造成などに先立ち、多くの発掘調査が実施されてきました。 

水橋 3000 年の歴史を近年の発掘調査成果を元に、第 1 部「水橋のあけぼ

の」、第 2 部「白岩川流域の古墳群と玉作り」、第 3 部「古代の役所、水橋駅家

（駅）と古代道路」、第 4 部「中世城館から川魚漁を営む近世集落へ」と 4 部　

構成で紹介します。 

縄文土器や謎の絵画土器、ヒスイ・水晶、墨書土器、様々な木製品など各　　

時代の人々が用いた「もの」から当時の暮らしぶりを探ります。 

 
民俗民芸村 HP

この絵は何だろう？ 

考古資料館で 
探してみてね！


